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時代環境の変化 機能的価値から意味的価値へのシフト

u⾼度成⻑から安定成⻑、バブル崩壊まで
nインフラ整備が進み、安定した⽣活基盤が確保される
•通信網光化やインターネットの普及により通信費の圧倒的な低廉化
•交通網が整備され、物流に⾰命が起きる
•家電の進化で家事負担が⼤幅に低減

nものづくりで⽇本ならびに⽇本企業が成⻑
• Japan as No.1

uVUCAの時代に
n課題解決や価値創造が重要に
•全体俯瞰（System of systems）や価値を提供するソフトウエアの役割が増⼤
•イノベーションエコシステムの構築が不可⽋に

n⾃⼰実現や社会貢献への意識が⾼まる
• Diversity & Inclusion,  Psychological Safety
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Society 5.0
n サイバー空間とフィジカル空間を⾼度に融合させる
ことにより、

n 地域、年齢、性別、⾔語等による格差なく、多様な
ニーズ、潜在的なニーズにきめ細かに対応したモノ
やサービスを提供することで経済的発展と社会的課
題の解決を両⽴し、

n ⼈々が快適で活⼒に満ちた質の⾼い⽣活を送ること
にできる⼈間中⼼の社会 AI・IoTの進化

AI

狩猟社会
(1.0)

情報社会
(4.0)

農耕社会
(2.0)

⼯業社会
(3.0)

Society5.0
⼈間中⼼
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uデータ社会となり社会全体を最適化することが可能になってきているが、全体俯
瞰しながら社会デザインを⾏うことが喫緊の課題である

情報社会からSociety5.0（データ社会）へ

＜情報社会：Industire4.0の場合＞
情報を活⽤して⼯場等を進化

＜Society5.0＞
社会全体を最適化

情報と知識を活⽤した
演繹的価値創造

整った計測データ（限定的）

部分最適の価値を提供

データとAIを活⽤した
帰納的価値創造

広範囲からの多様なデータ

全体最適の価値を提供



5 5

ビジネスエコシステム

⼈
⽂
・
社
会

⾸⻑

⼈によるサービス

スマートシティ

CDO
(Chief Digital Officer)

デ
ジ
タ
ル

オンライン
chat

業務部⾨
防災 防犯 資源 美化 スポーツ ⽂化

企画･財務都市
経営

⾸⻑の下で
「データ利活⽤推進」
「データ戦略」を含めた
分野･組織横断での
オープンデータ/
スマートシティ化を牽引

政策を牽引実世界
データ

⺠間
データ

デジタル・ガバメント

オープン
データ

⽂書
データ

ワンストップ

IoT（Internet of Things）

コミュニケーション

住みよい
街づくり

デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
効
率
化

ソ
フ
ト
ア
プ
ロ
1
チ
に
よ
る
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値
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出

市⺠

デザイナー(社会)科学者

ビジョナリー
アドバイザー

技術起点で
全体俯瞰が
出来る⼈材

スマートシティにおけるイノベーションの推進
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体験社会 Society5.0
価値創造/全体最適

（本質的価値）
Art＋Science＋E+D

情報社会 Society4.0
個別課題解決

（応⽤的価値）
Design＋Engineering［出展］Neri Oxman, “Age of Entanglement”,

 Journal of Design and Science -MIT Press, 2016

Neri Oxmanʼs Krebs Cycle of Creativity (MIT Media Lab.)
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総合科学技術・イノベー
ション会議（第５８回）
資料１より
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u研究データ活⽤基盤の着実な整備
u利⽤者の拡⼤

n街づくりや社会課題の解決に取り組むような⼈たちへの展開
n新しい領域・分野の創出

u⽇本の競争⼒の強化
n基盤を活⽤した論⽂の質・量の向上
n世界の中での⽇本のビジビリティの向上

☞アウトカムを意識して活動することで、より⼤きな成果につなげて欲
しい

AI 等の活⽤を推進する研究データ利活⽤のエコシステム構築事業への期待


